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1. 期間
開始 ：2023年6月
終了（予定）：2025年3月

2. 最終目標
エージングプロセスにおける湿潤過程を放射光X線イメージングにより解明する。触媒表面の現
象解明は、operando赤外分光法、operando高分解能X線吸収分光法（XAS ）による計測と、ス
ラブモデルを用いた第一原理計算との結合により明らかにする。これらの先端計測技術と、
エージング時の精密な電気化学計測結果を統合することにより、産業界のニーズに対応する
エージング過程の現象解明につなげる。本事業の成果を用いることにより、エージング工程の
短縮化、レス化を実現するための対策を立てることが可能となる。3.成果・進捗概要

製造プロセス中にセル内に混入する有機系コンタミ成分、また、その分解物の触媒表面への吸着・脱離プロセスを理解するため、
operando表面増強赤外吸収分光(SEIRAS)、 operando高分解能XASにより、エージング反応下の吸着分子の振動を測定し、吸着化
学種の同定や定量解析をする手法を開発した。産業界から提示されたコンタミモデル分子を用いて、データを収集し、官能基に
特徴的なスペクトルが観察され、これらの手法による実際のコンタミ分子の特定が可能であることを示した。理論的解釈として
Pt(111)スラブモデルの適用を行い、スラブモデルの層の厚さや第一原理計算の収束条件などについて検討を行った。また、放
射光マイクロX線CT法により、エージング過程におけるMEAの膨潤過程を明らかにした。

４．今後の見通しについて
更に必要とされる、複雑なコンタミモデル分子の吸着挙動解析、フロー型セルの構築と、LC-MSの適用等の脱離種の解析なども含
めた総合的な解析を加えて、エージング過程における触媒表面状態の変化を明らかにする。
エージング過程における各部材の膨潤状態の解析と抵抗成分の相関を明らかにして、効果的なエージングプロトコルの提案を行う。
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